
平成２９年度岡山市学力アセスの岡山市の結果について 

１ 調査の目的 

○ 児童生徒一人一人が自己の学習状況を把握し， 今後の課題を明確にする。 

○ 調査結果を活用し， 各校において教科研究の推進及び授業改善を図る。 

○ 児童生徒の学力状況を把握し， 教育施策に反映する。 

○ 問題作成及び結果分析を教員が行うことによって， 人材育成及び資質向上を図る。 

２ 調査の実施期間  平成２９年４月１８日（火） 

３ 調査の対象    岡山市立小学校第４・５学年児童  岡山市立中学校第１・２学年生徒 

４ 調査の内容 

（１）調査対象教科  小学校・・・国語・社会・算数・理科 

  中学校・・・国語・社会・数学・理科・英語 

（２）出題内容等 

ア 学習指導要領に示された目標及び内容に基づき， 出題範囲は， 実施学年の前学年までの学習内容 

イ 基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等にかかわる内容を出題 

５ 実施状況 

校種区分 対象校数 対象学年 受検者数 

岡山市立小学校 89校  
第４学年 6,214名  

第５学年 6,153名  

岡山市立中学校 38校  
第１学年 5,660名  

第２学年 5,588名  

総 計 127校   23,615名  

６ 岡山市の学力の状況 

（１）平均正答率 

（２）無解答率 

 学年 国語 社会 算数・数学 理科 英語 

平均正答

率 

小４年 67.4％ 61.9％ 67.7％ 71.1％  

小５年 69.2％ 73.8％ 63.6％ 65.2％  

中１年 71.7％ 59.8％ 61.1％ 70.1％ 88.8％ 

中２年 75.6％ 59.4％ 58.8％ 58.2％ 66.2％ 

 学年 国語 社会 算数・数学 理科 英語 

無解答率 

小４年 6.7％ 9.8％ 5.8％ 3.2％  

小５年 4.5％ 4.1％ 6.0％ 3.8％  

中１年 5.8％ 3.9％ 5.8％ 2.7％ 0.5％ 

中２年 4.8％ 6.4％ 6.7％ 5.0％ 6.4％ 

平成２９年度岡山市学力アセス 
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◆小学校

教科等

国語

社会

算数

理科

児童
質問紙

国語

社会

算数

理科

児童
質問紙

○虫眼鏡の正しい使い方についての理解
○温度計の目盛りの読み取り方についての理解
○ものの重さを量る計器の正しい読み取り方についての理
解

○収集するごみの量や処理の仕方についての理解
○110番の通報をもとにした通信指令課の仕事についての理
解
○岡山市周辺の市名についての理解

○除法の答えを概数を使って求めること
○直方体の展開図を考えること
○１本6.4㎝の棒の5本分の長さを図で表すこと

○動物における筋肉の動きについての理解
○水が氷に変わるまでの過程についての理解
○水を熱したときの温度変化の様子を捉えること

○接続語の意味についての理解
○登場人物の気持ちを叙述に即して読み取ること
○登場人物の気持ちに合うような音読の工夫を考えること

小
学
校
第
４
学
年

○主語と述語の関係についての理解
○調べたことを相手に分かりやすい発表の仕方を考えるこ
と
○調べたことをもとにして自分の考えをまとめること

平成29年度岡山市学力アセス調査結果の概要【速報版】

○普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時
間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲー
ム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む。）
をするかの設問に対し、１時間以上していると回答した児
童は４割を超えている。

○地面の温度の測定の仕方についての理解
○豆電球に明かりがつく仕組みについての理解
○ものは形が変わっても重さが変わらないことについての
理解

○授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つ
と肯定的に回答した児童が９割を超えている。

○普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時
間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲー
ム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む。）
をするかの設問に対し、１時間以上していると回答した児
童は４割を超えている。

小
学
校
第
５
学
年

○消防署で働く人の仕事についての理解
○水道局で働く人の仕事についての理解
○岡山市の位置についての理解

○２けた÷１けた（余りなし）の計算
○長方形の面積を求めること
○折れ線グラフの値を正しく読み取ること

○季節ごとの昆虫の成長の様子についての理解
○星の明るさや色には違いがあることについての理解
○水の融点についての理解

○授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つ
と肯定的に回答した児童が９割を超えている。

成果 課題

○第３学年の配当漢字を書くこと（研究）
○文脈から登場人物の気持ちを読み取ること
○叙述をもとに登場人物の気持ちを読み取ること

○地図は中心に据える建物等を決めることで分かりやすい
ものになることについての理解
○機械による大量生産の利点についての理解
○商品の安全性を高める方法についての理解

○２けた÷１けた（余りなし）の計算
○小数の相対的な大きさについての理解
○目的に応じて重さを求めること

○主語と述語の関係についての理解
○国語辞典の使い方についての理解
○ローマ字のつづり方の理解

○スーパーマーケットの特徴についての理解
○桃農家の作業である袋かけをする理由を考えること
○昔からある七輪の使い方について考えること

○数直線上に示された分数を読み取ること
○曲線部分の長さを測る計器を正しく読み取ること
○□を使った式が成り立つ意味を考えること
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○国語について、授業の内容がよく分かると肯定的な回答
をした生徒が８割を超えている。

○家で、自分で計画を立てて勉強をしていると肯定的な回
答をした生徒は約５割である。
○家で、学校の授業の予習をしていると肯定的な回答をし
た生徒は４割を下回っている。

中
学
校
第
１
学
年

中
学
校
第
２
学
年

○スポーツの内容について聞き取ること
○食べ物の内容について聞き取ること
○聞き取った会話文から、どこの場所のことであるか聞き
取ること

○国旗に描かれる図形の特徴を聞き取ること
○１月から12月までの月名を聞き取ること
○音声からどのような生活場面を説明しているかを聞き取
ること

○絵を適切に表している英文を聞き取ること
○英文の要点を聞き取ること
○英文の説明に適した絵を判断すること

○英文の要点を聞き取ること
○対話文とグラフから適切な場所の組み合わせを判断する
こと
○対話文とグラフから質問に関する正しい答えを判断する
こと

○六大陸の位置と名称についての理解
○モノカルチャー経済についての理解
○弥生時代の特徴についての理解

○正距方位図法の特徴についての理解
○歴史的事象（鎌倉時代）の背景を資料をもとに考えるこ
と
○文化（平安時代）について政治と関連付けて考えること

○正の数と負の数の加法の計算
○等式の性質と移項の意味についての理解
○立体の展開図についての理解

○小数や分数を含む一元一次方程式を解くこと
○具体的な事象をもとに数量関係を捉えて一元一次方程式
を考えること。
○三角錐と四角柱を複合させた空間図形の体積を考えるこ
と

○試験管に息を吹き込むと二酸化炭素の割合が増えること
についての理解
○ツユクサを例に、葉の裏の方が蒸散量が多いことについ
ての理解
○最も古い地層を図から判断すること

○再結晶する質量を溶解度曲線から読み取ること
○オシロスコープの波形をもとに音の高いおんさを特定
し、その特定した理由を説明すること
○グラフから最も密度の高い物質を考えること

○メスシリンダーの目盛りを正しく読み取ること
○電磁石が鉄を引き付けることについての理解
○てこの力点についての理解

○家で、学校の授業の予習をしていると肯定的な回答をし
た生徒は約５割である。

○文章に即して漢字を正しく書くこと（洗う）
○スピーチを聞くときの注意点を考えること
○文脈にふさわしい接続語を用いること

○倒置法、体言止め、対句法、反復法等の表現技法につい
ての理解
○文脈における語句の意味を捉えること
○レポートの文脈に即して、図表を効果的な配置について
考えること

○振り子の１往復する時間は振り子の振れ幅に関係しない
ことについての理解
○密閉容器の中のろうそくの火の変化について推測するこ
と
○太陽と月の位置から月の形を推測すること

平成29年度岡山市学力アセス調査結果の概要【速報版】

成果 課題

○国語、社会、数学、理科について、授業の内容がよく分
かると肯定的な回答をした生徒が８割を超えている。

○つくり育てる漁業についての理解
○資料をもとに情報ネットワークの特徴を考えること
○国民の祝日についての理解

○岡山市の気候帯を資料から読み取ること
○メディアが伝える情報を扱う際の注意点についての理解
○日本の民主化（昭和時代）に関する具体的な事例につい
て考えること

○分数÷分数の計算
○半径の長さを用いて、円の面積を求めること
○拡大図について理解し、何倍の拡大図か求めること

○時速を用いて道のりを計算する際、15分を（15÷60）時
間に置き換えること
○100分の１の位を切り上げる条件をもとに50m走の記録を
読み取ること
○資料をもとに正しい比や比の値を求めること

○電話の応対を例として、適切な言葉遣いについての理解
○登場人物の思いが伝わるような朗読の工夫を考えること
○パネルディスカッションを行うことの効果を考えること

○文脈に即して漢字を正しく読むこと（句読点の読み）
○問題文から主語として適切に捉えること
○話合いの場面で互いの立場をはっきりさせて述べること



平成２９年度「岡山市学力アセス」調査結果（速報版） 

岡山市の子どもたちの課題 

◆国語の結果からわかること 

◇ 課題 主語と述語の関係についての理解 

〈小４の問題〉 

平均正答率 ６０．６％ 
（目標値８０%）

◆国語の指導の改善に向けて 

◇改善１ 
文及び文章の構成に関する事項「主語と述語との関係」については、小学校第１学年 

及び第２学年から扱う内容である。 
児童生徒が書く文は、発達段階に応じて長くなったり、複雑になったりすると、主語 

と述語がねじれたり、文の意味が不明確になったりしやすい。伝えたいことを明確にす 
るには、すべての学年を通じて、主語と述語を照応させる学習を大切にしたい。 

◇改善２ 
  学習指導要領の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、学習内 
容として扱う学年の指導に留まらず、その後の学習の中で継続的に扱うようにしていき
たい。 

※参考 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」学習指導要領より 
〈小学校第１学年及び第２学年〉 
助詞の使い方（「は」「を」「へ」）、句読点の打ち方、かぎ（「 」） 

 〈小学校第３学年及び第４学年〉 
   修飾と被修飾の関係、指示語や接続語の使い方、ローマ字、ことわざや慣用句、故事成語 
 〈小学校第５学年及び第６学年〉 
   敬語の使い方、比喩や反復等の表現、 
 〈中学校第１学年〉 
   指示語（代名詞、連体詞、副詞、形容動詞等） 
   接続詞（順接、逆接、並列、累加、対比、選択、転換） 
   比喩や反復に加えて、その他の表現の技法（省略、倒置、対句） 
 〈中学校第２学年〉 
   類義語と対義語、同音異義語、助詞や助動詞の働き 
 〈中学校第３学年〉 
   和語、漢語、外来語 

〈
調
査
問
題
よ
り
一
部
抜
粋
〉



◆社会の結果からわかること 

◇ 課題 岡山市周辺の市名についての理

解 

◇ 課題 岡山市の気候を資料から読み取

ること 

〈小５の問題〉 
平均正答率 ５５．７％（備前市）（目標値９０%） 

（平均正答率 ８５．６%（岡山市））（目標値９０%） 

〈中１の問題〉 
平均正答率 ４８．３％（目標値７０%）

◆社会の指導の改善に向けて 

◇改善１ 
小学校では、自分たちの住んでいる身近な地域や市（区、町、村）についての様子を

理解したり、県（都、道、府）内における自分たちの市（区、町、村）及び我が国にお
ける自分たちの県（都、道、府）の地理的位置を理解したりする。こういった学習を行
う中で、観察、調査したり白地図にまとめたり、地図帳を活用したりして、自分が住ん
でいる市やその周辺、自分が住む県や４７都道府県の位置を関連させて理解を深めるよ
うにしていきたい。 

◇改善２ 
  社会では、我が国の地形や気候の概要を含む国土の自然の様子について、国土の環境
が人々の生活や産業と密接な関連があることを踏まえて学習する。こういった学習を行
う中で、単一の資料だけでなく、複数の資料を活用して考えることができるようにして
いきたい。 

〈調査問題より一部抜粋〉

〈調査問題より一部抜粋〉



◆数学の結果からわかること 

◇ 課題 三角錐と四角柱を複合させた空間図形の体積を考えること 

〈中２の問題〉 
平均正答率 ６８．２％（目標値５０%）

〈中２の問題〉 
平均正答率 １６．６％（目標値５０%）

◆算数・数学の指導の改善に向けて 

◇改善１ 
錐体の体積は、柱体の３分の１であることは理解できているが、直方体の容器に三角

錐がおさまっていることで、６分の１であることに気付くことができていないことが正
答率の低迷につながっていると考える。 

  前学年までに学習した既習内容についてあらためて復習したり、既習内容を絡めた発
展的な問題に取り組んだりしていきたい。 

◇改善２ 
  小学校では第５学年で立方体及び直方体の体積、第６学年で角柱や円柱の体積を学習
している。小学校における体積の学習では、柱体の体積が底面積と高さの積として求め
られることを着実におさえたい。 

  中学校では小学校で学習してきた体積の求め方について、角柱や円柱を、その底面の
多角形や円が高さの分だけ平行に移動することによって構成される立体と見ることと関
連させて理解を深めるようにしていきたい。 

※参考 「内容」学習指導要領より 
〈小学校第５学年〉 

体積の単位（   ）、立方体及び直方体の体積

〈小学校第６学年〉 

角柱及び円柱の体積 

 〈中学校第１学年〉 

   柱体と錐体及び表面積と体積 

〈調査問題より一部抜粋〉

〈調査問題より一部抜粋〉



◆理科の結果からわかること 

◇ 課題 水を熱したときの温度変化の様

子を捉えること 

◇ 課題 再結晶する質量を溶解度曲線か

ら読み取ること 

〈小５の問題〉 
平均正答率 ６７．５％（目標値７０%） 

〈中２の問題〉 
平均正答率 ４１．１％（目標値５０%）

◆理科の指導の改善に向けて 

◇改善 
小学校第４学年において、「金属、水、空気と温度」の内容を扱っている。その学習に

おいて、水は温度によって水蒸気や氷に変わること等については理解できていると考え
られるが、水の温度がどのような状態にあるときに水蒸気に変わるのかについては、実
験の結果に基づいた理解が十分とはいえない。指導にあたっては、実験結果が学習のま
とめに結び付くように表やグラフに整理し、その整理した内容から分かったことや明確
になったことを自分の言葉で表現する活動を大切にしたい。 
そういった学習の積み重ねによって、中学校で出題した溶解度曲線から何を読み取れ

ばよいのか、問われていることを資料から見付け出すことができるようにしたい。 

〈調査問題より一部抜粋〉 〈調査問題より一部抜粋〉



◆英語の結果からわかること 

◇ 課題 対話文の流れとグラフから、適切な場所の組み合わせを判断すること 

〈中２の問題〉 
平均正答率 ４４．９％（目標値５０%） 

◆英語の指導の改善に向けて 

◇改善 
上記の設問は、英会話文を和訳するだけでなく、その内容がグラフにどのように関連

しているかを読み取る必要がある。正答は選択肢４（正答率４４．９%）である。一方で
選択肢２と解答した誤答は２４．０%である。デパートとスポーツ用品店はどちらとも
様々な商品を取り扱う店舗であるが、その店舗の違いを明確に読み取ることができてい
ない。今後の指導にあたっては、図表や場面絵など多様な資料を英語で読み取ったり、
視覚的なものを活用して伝えたい相手に英語でスピーチをしたりする学習を工夫してい
きたい。 

〈調査問題より一部抜粋〉



今後の取組（本調査結果を受けて取り組むこと）

 ○ 「学習や生活に関する改善プラン」を岡山市のホームページに掲載

 ○ 「岡山市学力アセス調査結果【岡山市の状況】」を岡山市のホームページ

に掲載

 ○ 教育課程研究協議会において岡山市学力アセスの総括

 ○ 「学習や生活に関する改善プラン」を基にした中学校区の協議

 ○ 児童生徒が調査結果を基に振り返りシートを活用し，学習改善に向けた

目標を設定

 ○ 「学力向上プロジェクト」によるよりよい授業づくりに向けた取組

 ○ 指導教諭による「子どもが輝く学びづくりプロジェクト」への参加及び

指導助言


